
1

上下水道課の目標（令和３年度）自己評価書

上下水道課長 本多 淳一

個別事業とその目標 達成度
目標達成の効果又は

達成できなかった理由等

１ 水道施設の整備及び維持管理（工務班）

老朽施設の更新及び管路施設の更新強化

・創設当時の配水管、耐用年数を経過した配水管の更新を計画的に実施していきます。

東酒々井２丁目地先配水管布設替工事

施設の維持管理

・浄水場施設の安定稼働のため、点検、整備工事を実施していきます。

急速ろ過機設備保守点検、残留塩素計点検整備

２ 公共下水道の整備及び維持管理（工務班）

未整備地域への汚水管整備

・既認可区域である飯積地区・尾上地区・本佐倉地区の汚水管整備工事を計画的に実

施します。

・汚水管（馬橋地区）の不明水流入対策工事を実施します。

維持管理

・中川排水路の浸水対策として、河川監視カメラを整備します。また、雨水ポンプ場

の整備を進めます。

３ 下水道使用料金の改定検討（業務班）

・下水道事業については、赤字経営が続いていることから、料金の改訂に向けて検討

していきます。

４

４

３

管路施設では、東酒々井２丁目地先において水道配水用

ポリエチレン管φ７５mm を２，４５８．６０ｍ、上本佐

倉地先において水道配水用ポリエチレン管φ７５mm を

４．０５ｍ布設しました。

浄水場施設については、急速ろ過設備保守点検、残留

塩素計修繕工事を実施しました。

取水施設については、１０号取水ポンプ分解整備工事を

実施しました。

飯積、尾上、本佐倉地区の汚水管整備工事については、

繰越工事を含め約９３５ｍを整備しました。また、馬橋の

南酒々井工区において２２４ｍを整備しました。

中川排水路の浸水対策として、河川監視カメラを整備し

ました。

酒々井町下水道事業経営戦略を策定し、現況の経営状況

を分析、健全な財政運営により将来にわたり持続可能な事

達成度：R4.3.31の自己評価
５ 目標を完全に達成した。

４ 目標を概ね達成した。

３ 目標を一部達成した。

２ 目標をほとんど達成できなかった。

１ 目標をまったく達成できなかった。

様式１
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４ ミネラルウォーターの販売（業務班）

酒々井町の水道水のおいしさをもっと広く皆様に知っていただくため、ペットボト

ル水「しすいの水」を販売していきます。

・500ml のペットボトル詰めミネラルウォーターを災害時用に備蓄するとともに、ハ

ーブガーデン、JA 成田市酒々井販売所、セブンイレブン（アウトレット店等）、大

谷屋商店、ナリタヤ酒々井店、(株)伊藤園の自動販売機等において販売します。

また、新規販路の開拓に努めます。

５ チャレンジ目標

（１） 水道管漏水の抑制、工事等による赤水の抑制（対策）

（２） 鉛給水管の早期解消

（３） 使用電力について、料金低減の方策検討。

３

３

業経営を行っていくための基本的な方針を検討しました。

自動販売機、各販売店等、４，５２４本を販売しました。

（ハーブガーデン、大谷屋商店、（株）伊藤園等）

漏水については、小規模な漏水や給水管漏水はありまし

たが、断水となるような漏水は発生しませんでした。赤水

につきましても発生を予防するため職員により現場対応

しました。

鉛給水管につきましては、構造物修理に伴う給水工事の

際に更新工事を行い、５件の鉛管を解消しました。

使用電力につきましては、3,022,961 円の増となり、料

金削減について、方策を検討していきます。


